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生物Ⅰ

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 担当

３ ３学年・化学デザイン科 新編生物Ⅰ（数研出版） 理科担当教員

教科・科目の目標

細胞の構造と働き，生殖と発生のしくみや器官形成，遺伝の法則やさまざまな遺伝現象，遺
伝子の本体―ＤＮＡの簡単な構造と働きを学習し，生命の連続性についての見方，考え方を習
得する。
外界からの刺激の受容から反応に至るまでの一連の過程，内部環境とその恒常性，内部環境

の調節機構について学習し，環境と動物の反応の間にみられるしくみを理解する。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

評 生物学の基本的な概 中学校理科との関連 各項目の学習活動と 観察や実験を通し
価 念の形成を図るとと を考慮しながら、仮 関連させながら、観 て、生物とそれを取
規 もに、生命現象を学 説の設定、実験の計 察、実験の基本操作を り巻く自然の事物・
準 習し、細胞分裂のし 画、情報の収集、調 習得するとともに 、 現象に関する原理・、

くみ、体のつくり、 査を通して、探究の 規則性を見いだした 法則や基本的な概念
生物のふえ方、器官 過程を重視しなが り、自らの考えを導き を理解し、知識を身
形成、遺伝、遺伝子 ら 科学的な思考力 出したりして創意ある に付ける。知識は基、 、
の本体 動物の行動 判断力を育成する。 報告書の作成や発表を 本的には定期考査で、 、
恒常性、植物反応と調 基本的な学習内容を 行わせる。また、対照 確認され、観察・実
節などに関心をもち、 整理・整頓をし、仮 実験、データの解釈な 験のレポート、小テ
意欲的に探究の方法 説をしっかり立て、 ど探究の方法を習得 スト、学習での取り
を追究する活動を行 科学的な見方や考え させる。 組み等を各単元での
うとともに、自然環 方により、課題を整 具体的には観察・実 目標に準拠した観点
境を保全し生命を尊 理し、取り組もうと 験したことをレポー 別評価に基づき全体
重しようとする態度 する。 トにスケッチをした の評価・評定を実施
を養う。 り、自分の考えでま する。

とめたり、調べたこ
とを整理して、発表

。できるかを評価する

評 学習活動への参加の 定期試験 実験レポート 定期試験
価 仕方や態度 実験レポート 定期試験 実験レポート
方 実験レポート 宿題・課題 小テスト 授業プリント（ノー
法 宿題・課題 小テスト ト）

授業プリント（ノー 小テスト
ト）
小テスト

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ ・細胞の ○細胞は生命 関心・意欲 ○生命の単位である細胞に対して関心を
構造 の最小単位で ・態度 もち，意欲的に学習する態度を示す。

あり、細胞の ○単細胞生物，多細胞生物，細胞群体の
～ 発見や顕微鏡 違いに関心をもち，意欲的に学習しよう

・細胞と の発達による とする。 ◎
酵素 研究の科学史 ○さまざまな細胞小器官について，その

５ に注目させ、 働きと構造を探究的に考察し，理解しよ
生物や細胞の うとする。
大きさを比較 ○酵素の触媒としての特徴を探究的に理
さできる。 解しようとする。
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○細胞の構造
。とはたらきに 思考・判断 ○細胞の研究が進展した理由を考察する

注目させ、生 ○単細胞生物と多細胞生物での細胞の働
命現象と関連 きや個体の構成の違いを見出し，その理
させる。さら 由を考察する。 ○
に、核の構造 ○細胞小器官の比較から植物細胞と動物
とはたらき、 細胞の違いと共通性を理解する。
核の重要性を ○酵素と無機触媒の違いから，酵素の特
理解させる。 徴を導く。
○生命現象で
ある原形質流 技能・表現 ○顕微鏡の扱い方，観察材料に応じたプ
動を科学的に レパラートの作成法を習得している。 ◎
考察し、観察 ○スケッチの方法を身につけている。

、・実験を行い
報告書を作成
する 。 知識・理解 ○細胞が生命の単位であること，また細。

胞説が確立された過程を理解する。
○生体内の化 ○いろいろな細胞の形や大きさを理解す
学反応には触 る。
媒である酵素 ○単細胞生物，多細胞生物，細胞群体の ○
がはたらくこ 違いを理解する。
とに注目させ ○いろいろな細胞小器官の働きや構造の、
有機 知識を身につけ，植物細胞と動物細胞の
物の合成、分 違いと共通性を理解する。
解の変化を理 ○酵素が生体内で触媒として働いている
解させる。さ ことを理解する。
まざまな細胞
小器官につい
て，その働き
と構造を探究
的に考察し，
理解する。
○酵素の触媒
としての特徴
を探究的に理
解する。

・細胞膜 ○細胞膜が半 関心・意欲 ○動物細胞と植物細胞への水の出入りの
と物質の 透膜であるこ ・態度 違いに関心をもち，探究的に考察する。 ◎
出入り とに注目させ ○細胞膜を介した物質輸送の性質に関心、

水や一部の溶 をもち，科学的な態度で考察する。
質が移動する

，ことを理解さ 思考・判断 ○動物細胞と植物細胞の構造の違いから
せ、濃度の差 論理的に浸透現象の違いを考察する。 ○
により現象が ○細胞膜の選択的透過性から科学的に考
異なることを 察し，能動輸送について考察する。

。理解させたい
また、エネル 技能・表現 ○原形質流動の速度と外的条件との関係

， 。ギーを利用し に興味を示し 積極的に探究活動を行う
た能動輸送、 ○ミクロメーターを用いた顕微鏡観察の
選択的透過性 方法を身につける。 ◎
を理解する。 ○正確な濃度の溶液を調整できるように

なる。

知識・理解 ○浸透現象について理解している。
○動物細胞と植物細胞の浸透現象の違い
を理解している。 ○
○受動輸送と能動輸送の違いを細胞膜の
選択的透過性とともに理解している。
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６ 細胞の増 ○生物体をつ 関心・意欲 ○細胞分裂と染色体の数や形に対して関
， 。殖と分化 くる情報であ ・態度 心をもち 意欲的に学習する態度を示す

る遺伝子が染 ○細胞が分化してさまざまな働きをもつ ◎
色体にあるこ ようになり，組織，器官が形成されるこ
とに注目させ とに関心をもつ。、
染色体の数・ ○植物と動物のいろいろな組織，器官に
形の違いをい 興味を示し，探究的に学習に取り組む。
ろいろな生物
で異なること 思考・判断 ○細胞分裂のようすを染色体の行動から
を理解させる 考える。。
○細胞の増殖 ○細胞分裂の前に染色体が複製されるこ
は体細胞分裂 との意味を論理的に考察する あわせて ◎。 ，
によって進行 生物の種類によって染色体の数が一定で
することに注 ある理由を類推する。
目させ、前期 ○植物と動物の組織の構造から，その働
・中期○後期 きを考察する。
・終期、間期
の特色と動植 技能・表現 ○植物の組織の切片を作成し，観察する
物での違いを 方法を習得している。 ○
理解させる。
○細胞が特定 知識・理解 ○体細胞分裂の過程において，染色体の
の形とはたら 動きと分裂のようすや染色体が複製され
きをもつ細胞 て分裂することを理解する。
に変化する分 ○染色体の形や数は，生物によって決ま
化に注目させ っていることを理解する。、
植物や動物に ○細胞が分化し組織を形成することを理 ○
おいて組織に 解する。
分かれること ○植物と動物について，それぞれの組織
を理解させた の特徴と働きを把握する。
い。
○根端の分裂
組織での細胞
分裂の観察と
実験・表現を
させ、縦長の
細胞への分化

。を理解させる

７ 生殖の方 ○生物のから 関心・意欲 ○生物の生殖に関心を示し，無性生殖と ○
法 だの一部から ・態度 有性生殖の特徴について探究する。

新しい個体を
生じるこど） 思考・判断 ○いろいろな生物が行う多様な生殖方法

～ に注目させ、 の違いを考察する。 ◎
親個体から新 ○有性生殖と生殖細胞の多様な染色体の
個体をつくる 組み合わせについて論理的に判断する。
ことを理解さ

８ せる。 技能・表現 ○胞子の観察を行うためのプレパラート ○
合体により新 を作成できるようになる。
しい接合子が
遺伝的に多様 知識・理解 ○無性生殖と有性生殖の特徴やいろいろ ○
な新個体を生 な生殖法の違いを理解している。
じることに注
目させ、接合
と受精の現象

。を理解させる

生殖細胞 ○生殖細胞 卵 関心・意欲 ○減数分裂の過程と染色体の動きに関心（
の形成と ・精子・胚、 ・態度 をもち，その意義を考えようとする。
受精 花粉四分子） ○減数分裂を経て多様な生殖細胞が形成

ができる染色 されるしくみを科学的に理解しようとす
体の減数が起 る。 ◎
こることに注 ○動物の配偶子形成や受精に対して探究
目し、二回の 的に理解する態度を示す。
連続した分裂 ○被子植物の配偶子形成と重複受精に対
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の現象を理解 して探究的に理解する態度を示す。
させる。 ○被子植物の胚の発生を探究的に理解し

ようとする。
○配偶子（卵
・精子）の形 思考・判断 ○減数分裂によって染色体数が半減する
成で卵と精子 必要性を論理的に考察する。

。のできる違い ○卵と精子の形成過程の違いを考察する
を注目し、受 ○動物の受精過程を理解しようとする。 ◎
精のしくみと ○胚のう細胞と精細胞の形成過程の違い
その意義を理 を考察する。
解させる。 ○重複受精と植物の胚発生を論理的に考

察する。

技能・表現 ○有胚乳種子と無胚乳種子を材料として ○
観察できるようになる。

知識・理解 ○減数分裂の過程を把握し，染色体数の
半減の意義を理解している。
○有性生殖において，生殖細胞に多様性
が生じるしくみを理解している。
○卵と精子の形成過程の違いを理解し， ○
動物の受精過程を理解している。
○被子植物の配偶子形成と重複受精を理
解し，植物の胚発生に関する知識を身に
つけている。

９ 発生の過 ○細胞の運命 関心・意欲 ○卵の種類と卵割様式の違いや卵割と通
程 がいつ決定さ ・態度 常の体細胞分裂の違いについて考える。

れるかを注目 ○ｳﾆとｶｴﾙの発生過程を探究的に理解しよ
させ、調節卵 うとする。 ○
・モザイク卵 ○３つの胚葉が分化し，器官が形成され
を理解させる る過程を理解しようとする。。
さらに、発生
の進行の過程 思考・判断 ○卵黄の分布と卵割様式の関係について
の変化を関連 分析する。
させ、局所生 ○ウニやカエルの発生で，割球がふえる ◎
体染色法によ 過程や胚葉を形成する際の細胞の動き，
る原基分布図 器官の形成過程を類推する。

。を理解させる
○将来の予定 技能・表現 ○ウニの発生過程を観察できるようにな
がいつ決定す る。
るかを注目さ
せ、初期原腸 知識・理解 ○卵の種類と卵割様式，卵割と体細胞分
胚と初期神経 裂の違いについて理解している。
胚に２種類の ○ｳﾆとｶｴﾙの発生過程および胚葉と器官の ○
イモリの移植 形成に関する知識を習得している。
片の運命決定

。を理解させる
○胚の各部分
の将来につい
て、原口背唇
部が誘導する
ことを注目さ
せ、形成体の
存在と誘導の
連続を理解さ
せる。
○科学史から
見た発生のし
くみについて
注目させ、前
成説と後成説
について理解
させる。
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遺伝の法 ・遺伝の法則 関心・意欲 ○メンデルの研究方法とその結果に関心
則 の発見の経緯 ・態度 をもち，その優れている点を探究する。

に注目させ、 ○メンデルの実験結果から導かれたメン
メンデルが行 デルの法則について，その原理を探究的 ◎
ったエンドウ に理解しようとする。
の交雑結果を ○分離や独立の法則に従うが，形質の現
理解させる。 れ方の違ういろいろな遺伝現象について

探究的に学習しようとする。

・一組の対立
形質に注目さ 思考・判断 ○メンデルの実験方法を考察し，遺伝の
せ、優性の法 法則を発見できた理由を分析する。
則、分離の法 ○優性，分離の法則から一遺伝子雑種の
則と遺伝子の 実験結果を理論的に解析する。
動きを理解さ ○検定交雑によって親の遺伝子型を類推
せる。 する。

○ﾒﾝﾃﾞﾙの法則からニ遺伝子雑種のFの遺2

伝子型と表現型の分離比を考える。 ◎
・二組の対立 ○不完全優性，致死遺伝子，複対立遺伝
形質に注目さ 子，補足遺伝子，抑制遺伝子，ニワトリ
せ、優性の法 のとさかの遺伝について，メンデルの法
則、分離の法 則に従う部分とそうではない部分を考察
則、独立の法 する。
則と遺伝子の
動きを理解さ 技能・表現 トウモロコシの種子の色の分離比を調べ ○，
せる。 遺伝の表現型を学習する。
・遺伝の研究
が進みメンデ 知識・理解 ○メンデルの実験の優れた点を理解して
ルの法則にあ いる。
てはまらない ○メンデルの法則が身についている。
分離比に注目 ○一遺伝子雑種およびニ遺伝子雑種にお
させ、不完全 ける遺伝子型と表現型の分離比を理解し ◎
優性、複対立 ている。
遺伝子、致死 ○検定交雑の結果から親の遺伝子型を求
遺伝子、補足 めることができる。
遺伝子の働き ○いろいろな遺伝現象について，基本的

。 ，を理解させる にはメンデルの法則に従っていることと
それぞれの遺伝様式の特徴を理解してい
る。

・トウモロコ
シの種子の色
に注目させ、
優性形質と劣
性形質の分離
比を観察と実
験・表現をさ
せ、分離の比
率を理解させ
る。

性と染色 ○雌雄の区別 関心・意欲 遺伝子の動きや数と，減数分裂における10
体 に注目させ、 ・態度 染色体の動きや数について関心をもち，

性染色体の組 探究的に理解しようとする。
み合わせによ ・連鎖と組換えの現象に対して科学的な
る性の決定の 態度で理解しようとする。
しくみを理解 ・組換え価から得た染色体地図に関心を
させる。 もち，だ腺染色体との関係を考察する。 ○
○雌雄の形質 ・性染色体と性決定，性による表現型の
の現れ方が異 現れ方の違いを探究しようとする。
なることに注 ・遺伝子の本体を究明する実験の方法と
目させ、性染 結果に関心をもち，探究的に学習しよう
色体の上にあ とする。

遺伝の本 る遺伝子の遺 ・DNAの構成単位や構造を科学的に理解し
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体 伝を理解させ ようとする。
る。

思考・判断 遺伝子の動きと減数分裂における染色体
の動きに着目し，染色体説について探究
的に判断する。

○遺伝子はＤ ・ベーツソンらの実験結果をもとに遺伝
ＮＡという物 子の連鎖と組換えの現象を論理的に考え
質であること る。
に注目させ、 ・いろいろな生物の性決定の様式を理解
細胞の中に含 し 伴性遺伝の現象を論理的に考察する ◎， 。
まれる場所と ・グリフィスやエイブリーの実験や，ハ
ＤＮＡの量を ーシーとチェイスの実験の方法と結果を
理解させる。 検討し，事実に基づいて論理的に遺伝子
○遺伝子の本 の本体がDNAであることを考察する。
体がＤＮＡで ・DNAの4種類の構成要素や構造から，探
あることに注 究的に遺伝子の種類の違いについて考察
目させ、肺炎 する。
双球菌の性質 ・減数分裂時の染色体の動きなどから，
が変わること 配偶子形成時のDNA量の変化を論理的に考
理解させる。 察する。
○遺伝子がＤ
ＮＡであるこ 技能・表現 だ腺染色体の本数を数えて横じまのよう ○
とに注目させ すをスケッチすることができる。、
バクテリオフ
ァージでＤＮ 知識・理解 ○遺伝子は，染色体上に一定の順序で配
Ａであること 列していることを理解している。
を理解させる ○１つの染色体上に多くの遺伝子が存在。
○ＤＮＡはＡ し，連鎖していること，および減数分裂、
Ｔ、Ｇ、Ｃの の際に組換えが生じることを理解してい
４種類の構成 る。
要素であるこ ○双翅類の幼虫にはだ腺染色体があり，
とを注目させ 横じまがみられることを理解する。、
二重らせん構 ○性染色体の構成によって性決定される
造を理解させ ことを理解している。
る。 ○性染色体の動きと伴性遺伝の関係につ

いて理解している。 ◎
○形質転換を起こす物質がDNAであること
を理解している。
○ファージの構造と，ハーシーとチェイ
スの実験の結果を理解している。
○DNAが4種類の構成要素からなる二重ら
せん構造であることを理解している。
○構成要素の配列の違いによって遺伝子
の種類が異なることを理解遺伝子の種類
が異なることを理解している。
○配偶子形成とDNA量変化の現象を理解し
ている。

，11 体液とそ ○血液の働き 関心・意欲 ○血液の循環と心臓の構造に関心をもち
の恒常性 を注目させ、 ・態度 意欲的に学習する。

アジの心臓付 ○赤血球に含まれるヘモグロビンに関心
近にある血球 をもち，体内での酸素の運搬について探
を観察と実験 究する。 ◎
・表現をさせ ○体液の働きとしての生体防御に関心を
理解させる。 もち，科学的な態度で学習する。
○血液中にあ
るホルモンに ・血糖量調節のしくみや体温の調節に関
より、内部環 心を示し，探究的に学習する。
境が一定に保
たれていて、 思考・判断 ○酸素解離曲線から，肺胞から組織へ酸
恒常性が維持 素を受け渡すしくみやその量について考
されているこ える。
とを理解させ ・血液を観察し，各血球の特徴を考察す
る。 る。 ◎



- 7 -

○内部環境を ○心臓の拍動の調節から交感神経と副交
一定に保つ必 感神経が拮抗的に作用していることを考
要性に注目さ 察する。
せ、循環系・ ○ホルモンのフィードバック調節のしく
神経系を理解 みについて，チロキシンやコルチコイド
させる。 を例に考察する。
○ヒトの体に
は抗原に対し 技能・表現 ○いろいろな血球の特徴を理解し，血球 ○
て自分自身の を見分けることができる。
健康を守るし
くみに注目さ 知識・理解 ○血液とリンパ液の循環の経路に関する
せ、抗原抗体 知識を身につけている。
反応のしくみ ○血しょう，赤血球，白血球，血小板の
を、さらに体 働きを理解している。
液性免疫と細 ○酸素解離曲線から酸素ヘモグロビンの
胞内免疫のし 割合を読み取ることができる。 ◎
くみも理解さ ○体液性免疫の流れ，細胞性免疫，血液
せる。傷口が の凝固のしくみを理解している。
できた場合の ○各血球の特徴を把握している。
血液の凝固の ・心臓の拍動の調節のしくみを理解して
しくみを理解 いる。
させる。

，腎臓と肝 関心・意欲 ○体液の浸透圧調節について興味をもち
臓のはた ・態度 いろいろな生物の浸透圧調節について探 ○
らき 究する。

○不利益な免 思考・判断 ○血しょうと尿に含まれる成分の割合か
疫反応である ら濃縮率を求め，腎臓のろ過と再吸収に
アレルギーを ついて考察する。 ◎
注目させ、実 ○ゾウリムシ，淡水魚，海水魚，哺乳類
生活のスギ花 の体液の浸透圧調節のしくみの違いを生
粉症、じんま 活環境と合わせて考察する。
しんなどがあ
ることを理解 技能・表現
させる。
○老廃物の排 知識・理解 ○収縮胞の働き，魚類の浸透圧調節，腎
出や血液中の 臓の働きに関する知識を身につけている ◎。
水分量の調節 ○ヒトの肝臓・腎臓の構造を理解する。
に注目させ、
腎小体のしく
みと尿のでき
方を理解させ
る。
○アンモニア
が毒性である
ことに注目さ
せ、無害な尿

、素に変えたり
貯蔵デンプン
のグリコーゲ
ンをグルコー
スに変える肝
臓のはたらき

。を理解させる

刺激の受 ○受容器の種 関心・意欲 ○刺激の受容から反応が生じる経路や適12
容と反応 類によって適 ・態度 刺激といろいろな受容器に興味をもつ。

刺激が決まっ ○眼の構造や視細胞に関心をもち，明・
ていることを 暗順応や遠近調節を探究的に理解しよう ◎

～ 理解している とする。。
○眼の構造と ○耳の構造に関心を示し，聴覚を生じる
視細胞につい しくみや平衡覚の生じるしくみを探究的
て理解し，明 に学習しようとする。
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１ ・暗順応，遠
近調節の知識 思考・判断 ○特定の受容器が特定の刺激を受容する
を身につけて ことを考察する。
いる。 ○眼の構造と視細胞の種類と性質から明
○耳の構造と ○暗順応や遠近調節のしくみを分析し， ○
音の受容，平 考察する。
衡覚に関する ○眼の構造と盲斑との関係を科学的に判
知識を習得し 断する。
ている。 ○耳の構造から音の高低を識別するしく

みや平衡覚の生じるしくみを論理的に考
える。

技能・表現 ○解剖用の道具を使用してブタの眼球を
解剖し，その構造を観察することができ ○
る。

知識・理解 受容器の種類によって適刺激が決まって
いることを理解している。
・眼の構造と視細胞について理解し，明
・暗順応，遠近調節の知識を身につけて ◎
いる。
・耳の構造と音の受容，平衡覚に関する
知識を習得している。


